













































にはわが国でも試作され，真空管方式からトランジスタ， 1 C (集積回路)、

































イ、ノ〈 ス 特大(70人乗り以上) 1台 65トン換算
大型(50 " " 50" " 
普通(30 " " 30" " 
小型(30人乗り未満) " 20" " 
口、 トラック 特大(積載量10ト〆以上) " 65" " 
大型( " 5 " " 50" " 
普通( " 2 " " 30" " 
小型(積載量l¥以上2トノ未i両) " 10" " 
ハ、小型三輪車 (積載量 1¥以上) " 10" " 
ニ軽三輪車 " 1ト/未満) " 5" " 
ホ、軽四輪車 (積載量1トJ 未満、乗用車を含む) " 5" " 





































運元 払賃 A 100 I 継元配払料 ρ にノ 60
ナrムー・













第2次計算| 未収金合計(120+80)x 5 H~= 1，000 
第3次計算 I区問 ① 元払述 1 100 
























































































































各港， l i 貨物取扱所
/ / / I ¥ ¥¥¥ 
//(純)代理屈直営集荷力¥ ¥ 
/ / I~U' ，' ¥ ¥¥¥¥  
/ 代理屈が契約している各集荷・陸連業者¥














A H1' B H1' 
本船 ~n 本船巡n
元払継配料 元払継配料
[il] 払金 [il] 払金
i¥¥ 
700 
A jJ. 200 
800 
500 
ト¥B i巷 80 600 
400 300 
C i巷 70 60 
500 400 
900 1，000 
合計 ム 150 ム 260 
十 1，100 + 1，200 
Ai巷の運賃計算金は/本船巡n 山、副主配料
























+ 300 1，050 
ム 1，500 
+ 900 
十 150 890 
ム 1，100 
+ 700 































































{日 方 貸 方
運 賃 50 
積荷未 収 50 
百十 =寺舎二 計三十 =号令=
干i1f 歩金 3 
船会社へ払 47 









































































































発代理屈払 A 100 + 0:¥:¥¥:60 一段:ω120
付)'j %ift.l'l!Jili t~ B 100 +"1)， 着 代理屈払   三ω-.'(51:¥6.0 = 80 













































発代理屈払 X200 十lD¥凶 -Y:::):4P = 120 
(ロ)'
着代理屈払1¥:ω_:(1]関 80 
差引 本船運賃 (X) 200 
306 
次に(吋'の因数の合計値を利用すると，次のようになる。
発代理屈 x + c -y Z ロ
5 一Yト一一べc = [回
(発代理屈払 Z 120 
げ { 着 代 理 屈 払 Z' 80 
| 合計本船運賃 200 
上記の経過は， (イ)が次のように圧縮されたことになる。
(イ)
収 立替金 (発)元払継配料 (ロ)






r9 1 (到着払運賃 貨物運賃合計運賃
立替金 (発)向払附帯î~ 立替金(党)向払金




















































































X 200 + C 60 - Y 140 = Z 120 
第 1次計算
Yω-C 60 = Z. 80 
/¥ 





A /.1' B i荏 C ;荏 んζ1、 計
本船運賃 本船運賃 本船述 n 本船運賃
運賃計算金
元払継配料 元払継配料 元払継配料 元払*l主配料 (未収金)
rilJ 払 金 向払金 向払金 向払金
¥¥¥  
700 600 十 1.300 
A i巷 200 100 ァ十 300 1，050 
800 700 ム 1，500 
500 
へ
400 + 900 
B 港 80 70 + 150 890 




c ;巷 70 60 十 130 960 
500 400 ム 900 
900 1.000 1，000 2，900一一
内 2.900合計 ム 150 ム 260 ム 170 580 
+ 1，100 + 1，200 + 1，200 3，500 
一 一一一'--
4員

































A i巷 B i荏 C i荏 ム口. 五十
本船運賃 本船運賃 本船運賃 本船運賃
運賃計算金
元払継配料 元払継配料 元払継配料 元払継配料
(未収金)
向払金 向払金 向払金 向払金
J¥¥ 
700 600 + 1，300 
A 港 200 100 + 300 1，050 
800 700 ム 1，500 
500 
¥ ¥  
400 + 900 
B i巷 80 70 + 150 890 




C 港 70 60 + 130 960 
500 400 ム 900 
900 1，000 1，000 2，900一一
〔¥当 2.900
合計 ム 150 ム 260 ム 170 580 
十 1，100 十 1，200 + 1，200 3，500 





















































































































上 " " 
ク ー ポ ン " " 
セット旅行 " " 
/ 































































































































海上交通情報システム論 コンビュータ導入へのアブローチー 319 
比べて事務作業の生産性の低いことは昭和30年代から40年代にかけて i直間
比率の改善」が経営上の課題として話題になったが，事務作業に於て量から
質への転換が検討されなければならないということである。
判断力を有する人聞が，判断力を有効に駆使し，より人間的な仕事を追求
して行く過程に於ては，非人間的な OA機器を駆使する段階を一つのハード
ルと考える時代になってきたことは間違いない。然しながら，不十分なまま
の手作業システムをそのままコンビュータ・プログラムとしたらどうであろ
うか。不十分なままの手作業システムが曲りなりにもシステムとして通用す
る段階までは許容できるとしても，手作業システムがII-3，II-4， III-
3で指摘乃至示唆したょっなある欠陥を含みつつ，事務担当者の熟練手作業
によって辛うじて誤差修正が行われているといった状態のままでコンビュー
タ入力することとした場合，恐らくその後の誤差累積を如何ともなし得ぬ状
態のまま推移するであろうし，最悪の場合には，コンビュータ化に失敗して
再ぴ手作業事務に逆戻りすることもあるであろっ。また不十分な手作業シス
テムがソフトウェア業者との業務変更検討に於て完成システムに到達するこ
となく終った場合，非能率のままで推移するであろうし，システム検討依
頼者側に自ら完成システムへ向けて積極的に努力する強い義務感的意志がな
ければ，完成システムへの到達には長時間を要することであろう。即ち，使
い手サイドに於で情報処理を行う問題の達成を最短距離で行う整理分析が絶
対に必要で、ある。ハード面の技術革新と使い手サイドとの聞には情報化認識
にギャップがあり，システムエンジニアと使い手サイドとの問にも，システ
ム分析についてギャップがある筈である。何れにせよコンビュータ化は事務
合理化の延長線上の一つの到達点以外の何ものでもないという原点だけは見
失ってはならないのである。
(注 1)形態化作用
心理学によれば，いつも物はその物の形状通りに見えるとは限らないといっ。
「環境の事物に対して知党される形態をきめる条件は，客観的の物がそなえてい
る形状だけにあるのではなしその客観物からくる刺激の配置関係と，それを一
定の形態にまとめる心理的形態化の作用との両方面から決定されるJ r形態化の諸
320 
法則(近接の法則・類似の法則・方向の連続の法則等)が知覚過程に存するとい
うのは，どういうわけかと考えると，それは知覚として現象する形態がすっきり
とまとまりよく秩序だって安定した構造になろっとする根本の原理にもとづくも
のと解される。それで，これらの諸法則の根本にある法則はホよい形態め法則か
ともいわれる」。
「記憶とは何か」相良守次著。岩波新書。
